
（第４号様式） 

事業実績書 

事業名 コミュニティナースがつなぐ我入道地域活性化事業 

場所 沼津市我入道稲荷町 400-1 

期間      令和 5 年 8 月 1 日 ～    令和 6 年 3 月 24 日 

 日程 実施項目・作業項目 

事 

業 

内 

容 

 

 

 

 

 

8～9月 

 

 

 

9/7 

 

毎週 

木曜 

 

11/11 

 

 

11/24 

 

11/26 

 

12/14

・15 

1/7 

 

1/20 

 

1/25 

 

2/1 

 

2/6 

 

2/14 

 

3/7 

 

 

3/23・

24 

※ 実施内容、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、スケジュールも併せてわかりやすく記載し

てください。 

 イベントや研修会等の行事日程だけでなく、事業期間すべてにわたる実施内容を記入してください。(打

合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会など) 

 

・コミュニティナースチラシ作成(福島) 挨拶周り（山本） 

・古民家掃除（山本・福島・循環ワークススタッフ・ボランティア） 

・コミュニティナース年間スケジュール打合せ（山本・福島） 

 

・講演会打合わせ（社会福祉協議会我入道地域担当：鈴木さん・山本・福島） 

  

・山本と福島でコミュニティナース活動開始（会話・相談・地域の方と交流・漬物

販売など） 

 

・講演会打合わせ（CNC白倉さん・社協鈴木さん・山本・福島） 

・講演会資料・チラシ作成（山本・福島） 

 

・町の駅我入道にて講演会の告知及びチラシ配布 

 

・「コミュニティナースとは」の講演会・マルシェ開催 古民家見学会実施 

 

・古民家トイレ改修（大工 1名）・道路に沿って木製ベンチ設置 

 

・島根県コミュニティナース研究所へ見学（山本） 

 

・塩場公民会で開催されている子ども食堂の見学（山本） 

 

・次年度の活動に向けてのミーティング（社協鈴木さん・山本・福島） 

 

・次年度に向けて CNC（コミナスカンパニー）とのミーティング 

 

・次年度に向けてのミーティング（社協鈴木さん・山本・福島） 

 

・次年度に向けてのミーティング（社協鈴木さん・CNC・山本） 

 

・次年度開催予定の子ども食堂についてのミーティング（はぐくむまちぬまづ研究

所・山本） 

 

・多世代が交流するきっかけとして我入道マルシェを開催（事前に我入道連合自治

会の集まりと高齢者の壮寿会の集まりに出席し協力していただけるよう説明に伺

う・山本） 

 

事業効果 
※ 事業計画書において設定した、成果指標に対する実績値を、具体的な数値を用いて記載してください。 
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毎週木曜日に活動。1か月で約 10～30名の来訪者あり(別紙グラフ参照)。 

毎週のように来られる子供連れの方、一人暮らしの方、昼間一人で退屈されてる方

や見学に来られる方、家族と折り合いが合わず家に居場所がなくて来られる方や、

ご自分の趣味を披露されに来られる方もたびたびあり、多世代が交流できる居場所

としてそれぞれが効果が得られた。来訪者が少ない日などは個人的に精神面での相

談などもあり、傾聴対応することで満足して帰られる方もおられた。 

 11 月に開催したコミュニティーナースとは？の講演会及び古民家見学会には沼津

市内外でのべ 98 名の来訪者あり。0 歳児から高齢者まで様々な世代の訪問があり、

コミュニティナースとしての活動への共感や賛同の言葉が聞かれた。また、訪問者

同士の中から新たな交流が生まれるという効果も見られた。 

定期開催している町の駅我入道や、連合自治会の集まり、高齢者の集まりである

壮寿会の盆踊りの練習会などに参加しに行くと声をかけられることも増え、少しず

つだが認知もされるようになってきた。 

 

自己評価 

※ 上記事業効果を踏まえて、事業の自己評価をしてください。 
 

毎週木曜日のコミュニティナースの活動は少しずつだが活用してくださる方やお

手伝いしてくださる方が自発的に出て来ており、それぞれの方にとって無理のない

形での居場所になって来ていて次年度に繋がっていく手応えを感じています。ま

た、11 月に開催した講演会をきっかけに我入道エリアの各自治会長や民生委員の

方、医療関係者、介護関係者などを中心に沼津市内外、他県からも参加される方が

いて関心の深さを感じたと共にコミュニティナースの存在周知も図れたと思う。 

 古民家見学会では、0 歳児から 80 代まで世代を超えたコミュニケーションもみら

れた。その他、沼津市社会福祉協議会や我入道連合自治会との信頼関係も構築する

ことができたので、回覧板でコミュニティナースについてのお知らせやイベントの

告知など容易に拡散できるようになったのはよかった。古民家への訪問をきっかけ

に、別日に開催されている洋裁教室に通い始める方もいたりして、地域の方にとっ

て外へ出るきっかけとなる居場所作りができたのではないかと思う。また、今回雨

でスムーズとはいかなかったものの、我入道にお住まいの方から出た要望で 3 月 23.24

日に初めての我入道マルシェを開催することができ、子どもから高齢者までたくさんの

笑顔を見ることができたのもよかった。 

 心残りとして、当初事業計画のサブスク方式で見守り隊の活動を掲げていたこと

が実践するに至っておらず、需要があった人が施設に入ったと後から知りました。 

来年度はそのシステム作りも行いつつ、需要者にとって早い段階で情報キャッチで

きるよう、民生委員の方とも連携を取っていけたらと思います。 

 

今後の活動予定 

※ ファンドを利用予定・自己資金で活動・事業の見直し等、今後の展開について記載してください。 
 

今後も引き続きコミュニティナースとして木曜日の古民家オープンデイを通して地域

の方と共に毎日の嬉しいことや楽しいことを一緒に作り、まちを元気にしていきたいと

思います。あと、今年度作れなかった見守り隊のシステムを作ります。 

 そして、新たに来年度から、子供達にも寄り添える場作りとして、こども食堂（子供

に食事を提供するのではなく、子供が自ら料理できるようにする会『おなかまめし』）

を開催します。 

その他、今年度おこなった講演会をさらに拡大した形で開催して欲しいと社会福祉協

議会様から依頼があったので 9 月 7 日に計画しています。その後実践講座に展開してい

く予定です。それにあたり、4 月 27 日に県内で活躍されているコミュニティナースの

方々とミーティングを開くことになっています。 

 今後は古民家の空いている曜日をレンタルスペースとして貸し出すことで資金調達し

ていくことと、その運営が軌道に乗るまで来年度もファンドを利用したいと考えていま

す。 

 


